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企業における経営・人事課題の解決および、事業・戦略の推進を⽀援する株式会社リクルートマネジメン

トソリューションズ （本社：東京都品川区 代表取締役社長：藤島 敬太郎 以下、当社）は、「成長期の企

業の経営者・事業責任者は何に悩むのか」「成長企業が目指す組織の姿」等を明らかにするため、「成長企業

における人材・組織マネジメントに関する実態調査」を実施し、結果を取りまとめて公表しました。 

詳細 URL：https://www.recruit-ms.co.jp/issue/inquiry_report/0000000789/  

 

 

 2018 年 6 月、経済産業省がグローバルに活躍するスタートアップ企業を創出するために、スタートアッ

プ企業の育成⽀援プログラム「J-Startup」を開始しました。また今年 8 月 8 日には経団連で初めて「スタ

ートアップ委員会」が開かれ、今秋に会員企業とのマッチングイベントを始めるほか、成長を促す新興市場

を求める提言を出す等、現在、革新的な技術やビジネスモデルで世界に新しい価値を提供するスタートアッ

プ企業への⽀援が大きな盛り上がりを見せています。 

一方、企業では、事業拡大に伴い組織規模を拡大していくと、組織の各所でさまざまな「ひずみ」が生じ

るといわれています。事業拡大により人員が増加する一方で、個人や組織マネジメントの成長がその拡大に

追いつかず、各所で不整合が起きるのです。 

リクルートマネジメントソリューションズでは、この「ひずみ」の実態と乗り越え方を探求しています。

このたび、組織マネジメント上の課題が顕在化していて、人・組織づくりの体制を構築する必要性に迫られ

ることが想定される、組織規模が拡大しているスタートアップ企業*（従業員規模50名以上～1,000名未満）

を「成長企業」とおいて、所属する人・組織づくりの責任者（経営者、事業責任者、人事責任者）300 名を

対象とした定量調査を実施し、拡大期にある企業・事業責任者の組織づくりにおける苦労の現実に迫りまし

た。 
■調査結果より一部抜粋 ※調査の詳細は、「3. 調査結果」を参照ください 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
 

 

 

 

 
 

●組織規模が大きくなるにつれ、「組織成員のうち新卒採用の割合が高い」という回答割合が高い。 

全体としても「中途採用のみの組織である」と回答したのは、わずか 8％だった。 

 

●経営者・事業責任者・人事責任者が直面している「採用」「異動・配置」「評価・報酬」「育成」「代謝」

「組織開発」における課題として、約5割が「次世代リーダーが育っていないこと」と回答。 

次いで多かったのは、「採用ブランドが低く欲しい人材が集まらない」（45.3％）、「採用した人のパフ

ォーマンスが上がらない」（40.7％）といった、採用や採用した人材のパフォーマンスに関する課題

という結果に。 

 

●ティール組織の枠組みを用い※、成長企業の経営者・事業責任者の「理想とする組織タイプ」と「現在

の組織タイプ」を比較すると、現実と理想、どちらにおいても最も選択率が高かったのは、「一定の

階層はあるが、成果を上げた従業員が評価を受け出世することができる組織」だった。 

※参考：「ティール組織――マネジメントの常識を覆す次世代型組織の出現」（英治出版, 2018 年） 

 

●成長企業が導入している人事制度の工夫としては、「育児休暇制度」（67%）、「裁量労働制・フレック

ス制度」（32.7%）など、働きやすさを高める制度の回答割合が高かった。 

また、「全社員が一堂に会するイベント（社員総会など）」を約 4 割、「経営陣との交流会」を約３割

の企業が用意しており、経営と従業員との意図的なコミュニケーションの機会を設けていることが明

らかになった。 

 

【調査発表】成長企業における人材・組織マネジメントに関する実態調査 

成長企業の約 5割が「次世代リーダーが育っていない」という課題に直面 
「管理職の成長が期待に届かない」「管理職のメンバーマネジメントに不足がある」という声も多数 

1．調査背景と結果のポイント 

https://www.recruit-ms.co.jp/issue/inquiry_report/0000000789/


             

 

 

 

 
 

■プレイヤーの個の力に頼りすぎない組織づくり 
 
 

事業や人員が拡大していく成長企業においては、組織にも段階に応じた変化を起

こしていくことが必要です。上手く変化を起こしていけないとそれが「ひずみ」

となり、人的・組織的課題につながります。 

本調査では成長企業のトップ層の方々に現状と組織的な課題感の実態をお伺いし、

成長企業が組織を拡大していく上でどのような取り組みを行っていけば良いのか

ヒントが得られる結果を得ることを目標にしました。 

結果からあらためて感じたのは、少子高齢化も進み、想定通りの採用ができない

中、事業成果を、採用したプレイヤーの個の力頼みにすることは現実的ではない、

ということです。企業の成長段階では育成やマネジメントで個の力、組織の力を

高めていく取り組みが必要になります。 

 
 

■組織の成熟度に合わせたゴール設定を議論したい 
 
 

今回改めて興味深いのは、成長企業の経営者や事業責任者における「理想の組織」

として、階層といった一定のルールと個人の内発性の両面を重視した選択肢が多

く選ばれた点だったように思います。 

ベンチャー企業のリーダーの方々と「理想の組織」を議論すると、極力ルールを

廃し、メンバーの自律性・内発性を生かす組織を求める傾向が一定あるように思

います。 

しかし、メンバーが自律的に創意工夫を凝らしながら組織戦略を推進していく組

織を生み出すためには、一人ひとりが事業の方向性や重視する価値観を高いレベ   

ルで理解している必要があり、単にルールを排すだけでは、方向性を見失い迷っ

てしまったり、不必要な試行錯誤が増え組織が傷むリスクも高まります。 

一方、あまりに厳密なルールを設定すれば、組織は硬直化し内発性や自律性は 

簡単に失われてしまいます。今の現場が奮起し、高い内発的エネルギーをもって 

前進しやすくなるような組織のゴール設定、絶妙なルールとは何なのか。自社の 

採用力、事業のフェーズ、組織の規模や成員の成熟度など、現場の「現実」を 

直視し議論していくことが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2．リクルートマネジメントソリューションズ 調査担当者のコメント 

HR テクノロジー事業開発部 
マーケティング推進グループ 石岡 由紀子 

HR テクノロジー事業開発部 
ビジネスディベロップメントグループ 荒井 理江 



             

 

 

 

 
 

Q：中途採用社員と新卒採用社員のおおよその割合を教えてください。 

 

Q：あなたの組織の人事・組織戦略において、課題と感じているテーマとしてあてはまるものをお選びくだ

さい。また、特に改善の必要に迫られているとお感じのテーマを 3 つまでお選びください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

3．調査結果 



             

 

 

 
Q：前の設問で選んだ気になっているテーマに対し、具体的に気になっていることをご記入ください。 

例）「マネジャーが、メンバーと信頼関係を構築したりメンバーを育成することができず、業務を任せ

られないため、プレイヤー業務が増え、結果的に更にメンバーとのコミュニケーションが減少する

という悪循環に陥っている」など 

 

＜コメント 一部抜粋＞ 

 

 

 

 

 

 

 



             

 

 

 

 

 

 



             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



             

 

 

 
Q：現在の組織の特徴として、もっともあてはまると思うものを 1 つお選びください。 

また、現在のあなたの組織の戦略を実践していく上で望ましい組織の特徴として、もっともあてはまる 

と思うものを 1 つお選びください。 

※ティール組織の枠組みを用いて組織タイプを比較。 

参考：「ティール組織――マネジメントの常識を覆す次世代型組織の出現」（英治出版, 2018 年） 

 

Q：上記質問に関して、「現在のあなたの組織の戦略を実践していく上で望ましい」と思う理由をご自由に 

ご記入ください。 

 



             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



             

 

 

 

Q: あなたの所属企業において、導入している人事施策としてあてはまるものをお選びください。 

（いくつでも） 

 
 
 



             

 

 

Q：自社の人事制度で、珍しい・工夫していると思うものがありましたら、ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



             

 

 

 

 

 

 

 

リクルートマネジメントソリューションズは、「人材採用・人材開発・組織開発・制度構築」の４つの事

業領域と HR アナリティクス・アセスメント・トレーニング・コンサルティングの 4 つのソリューション手

法を駆使し、企業の「個と組織を生かす」ことを⽀援しています。領域の広さと人事知見の深さを強みに日

本における業界のリーディングカンパニーとして、ヒューマンリソースマネジメントの様々な課題に向き合

い続けています。また、社内に専門機関である「組織行動研究所」「測定技術研究所」を有し、理論と実践

を元にした研究・開発・情報発信を行っております。 

また、スタートアップと呼ばれる成長企業の⽀援として、経済産業省主催「J-Startup」に民間サポータ

ーズとして参画したり、業界初のモバイルラーニングを併用した実践型リーダー育成プログラム「マネスタ」

を提供しています。「マネスタ」は、多くの企業のマネジャー育成をサポートし、HRpro 主催の 2019 年度

HR チャレンジ大賞を受賞しました。 

 

＜株式会社リクルートマネジメントソリューションズ＞ 

所在地 ： 東京都品川区大崎 1-11-1 ゲートシティ大崎 ウエストタワー7F 

設立 ： 1989 年  

資本金 ： 1 億円 

代表者 ： 代表取締役社長 藤島 敬太郎 

事業内容 ： 企業における経営・人事課題の解決および、事業・戦略の推進⽀援  

会社 HP ： https://www.recruit-ms.co.jp/company/ 

調査対象 企業の経営者、事業責任者、人事責任者 

調査内容 
組織の人事・組織戦略において課題と感じているテーマ、組織の特徴・組織の戦略を

実践していく上で望ましい組織の特徴など 

実施期間 2019 年 7 月 

実施方法 インターネット調査 

有効回答数 300 名 

回答者の属性 従業員規模／50～199 名：49.3％、200～399 名:19.3％、 

400～600 名:13.7％、600～999 名:17.7％ 
 

役職   ／会長・社長・役員 41.0％ 

事業本部長・部長・部長代理 52.7％ 

課長 6.3％ 
 

職種   ／経営企画・事業統括・新規事業 34％ 

営業・営業企画・マーケティング 21.3％ 

人事・総務 26.3％ 

その他 18.3％ 
 

組織成長度*／やや増加している:82.7％ 

（昨対比）  増加している:14.3％ 

とても増加している:3.0％ 

4．調査概要 

5．株式会社リクルートマネジメントソリューションズ 企業概要 

【本件に関するお問い合わせ先】  
株式会社リクルートマネジメントソリューションズ 社外広報担当 山野、小川 

TEL: 03-6670-1042 E-mail: press@recruit-ms.co.jp 


